
新

資

料

富
士
谷
成
章
自
筆

庚
寅

『
辛
卯
壬
辰

詠

藻
』

な

ど

に

つ

い

て

||
成
章
の
神
代
文
字

||

一
、

新
資
料
の
成
章
の
著
作
六
種

昭
和
五
十
二
年
十
二
月

の
『
国

文
学
研
究
資
料
館
報』
別
冊

第一
号
所
掲

の

ふ
じ
たにはりあ倉ら

「
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(
国
学
者
自
筆
本
等)」

の
中
に

、
富
士
谷

成
章

の
著
作

忽りのぷ

が
次
の

よ
う
に
六
種
類

あ
げ

ら
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
叫
が
長
男

成
寿

の
写
本

で
あ

る
以
外
は

、
す
べ
て

成
章

の
自
筆
本
と
判

定
さ
れ

る
。

そ
し
て

、
い
ず
れ

も
内
容
な
ど
全
く
未
紹
介

の
新
資
料
で

あ
る

。

①
2
脚
結
変
例
(
岱
土
谷
御
杖
著・
著
者
自
筆)

加
盟R
巳
甲
午
乙
未
詠
藻
(
宮
士
谷
成
立
著・
著
者
自
筆)

詑
北
辺
迭
潰
式
(
富
士
谷
成
章
著・
著
者
自
筆)

幻
庚
寅
辛
卯
壬
辰
詠
藻
(
信
士
谷
成
章
著・
著
者
白
銀)

川A
聖
廟一
千
首

第
五
(
市一
鋼一・
成
章
詠・
官
士
谷
御
杖
悠)

お
成

章
詠
藻
(
官
土
谷
成
章
著・
著
者
自
筆)

(一
ペ
ー

ジ)

以
下 、
ζ

の
第一
章
に
お
い
て
は

右
新
資
料

の
あ

ら
ま
し

の
紹
介
を

も
兼
ね

て
、

二
、一二

の
問
題
を
考
察
し、
お
『
庚
寅
辛
卯
壬
辰
詠
藻』

の
み
は
別
に

第

二
章
で
述
べ

る
ζ
と
に
す

る
。

竹
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岡

正

夫

-

門
弟
の
入
門
状
況
と
『
脚
結
変
例』

の
成
立
年
次

①
に
掲

げ
た
箸

の
う
ち

、
2
『
脚
結
変
例』
全
五
十
丁
は

、
従
来

右
館
報

の

よ
う
に
御
杖
(
成
立
の
長
男。

初
名
成
寿、

究
政
六
年
目ト
配

的
武
と
改
名、

さ

ら
に
文
化
八
年
一
叫
御
杖
と
改
名。

文
政
六
年一一一
日
没、

五
十
六
歳)

の
自
筆
の

著
と
さ
れ

て
き
た 。

成
章

の
著
作 、
例
え
ば
「
五
級
三
差」
や
「
五
体」
そ

の

他
が
御
杖

の
著
と
誤
ら
れ
た
り
、

御
杖

の
説

、
例
え
ば
「
六
運
弁」
(
た
だ
し

「
六
迩

」
は
成
章
の
創
説)
や
「
装
抄」
と
題
す

る
も

の
が

成
章

の
説

と
混
同
さ

れ
た
り
し
て
い
あ
事
実
に
つ
い
て
は
既

に
左

の
②
③

の
拙

論
で
明
ら

か
に
し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。

②
富
士
谷

成
章
の
歌

論
書
(『
文
学』
昭
和
却
・
1)

③
富
士
谷

成
章

の
著

書
に
つ
い
て
(『
国
語
国
文』
昭
和
初
・
4)

従
っ

て
本

書
も
左

記
④
⑤

の
よ

う
な
御
杖

の
『

あ
ゆ

ひ
抄』
研
究

書
と
同一
視

さ
れ

て
き
た
も
の
で

あ
ろ
う

。
し

か
し
語
学
に
関
す
る
限
り
、

成
章
と
御
杖
と

の
学
風
は
左

の
〔
〕
内
に
引
く
三
宅
清
氏

の
評
の

通
り
に
根
本
的
に
相
違
し

て
い

る
の
で

あ
っ
て 、

所
詮

、
御
杖
は
父

の
学

説
の
演
緯
か
ら

出
ら
れ

な
か

っ

た
の
で

あ
る

。

④
脚
結
契
草
杭

内
題
「
脚
結
抄
奨」
稲

本
二
冊 。
寛
政
六
年
頃

成
立

。
(
御



杖
の
最
初

の
言
語
研
究

の
成
果・・
ムて

の
叙
述

も
思
索

の
奔
放
に
す
ぎ
て
客

観
性

の
欠
如
し

て
ゐ
る
も

の
も
多
い

の
で 、
必
ず
し

も
学
術
的
意
義
は
高
く

な
い〕
(『
嗣
訂
土
谷
御
杖
全
集』
第
七
巻

。
二二
ペ
ー

ジ)

⑤
脚
結
玄
義

写
木
一

mm
。
文
政
四
年
十
月
頃
成
立 。
同
六
年
二
月
門
弟
五
十

山風
篤
好
写

。〔
脚
結
抄

の
末
舎
で

あ
る:::
経
続
税
を
以
て
脚
結

の
義
を

解

い
た
の
は

、
脚
結

抄
が
用
例
・
用
法

の
帰
納
と
し
て
概
し

て
穏
や

か
な
注
解

を
施
す
に
対
し
て

、
此
替

の
方
法

上
の
著
し
い
特
異
点
で

あ
っ
て、

か
う
言

ふ
演
鐸
的
方
法
は
即
ち
又
御
杖

の
哲
学

の
特
徴
を
示
す

も
の

な
の
で

あ
る。〕

(
問 、
二
八
ペ
ー

ジ)

本
舎
が
紛
う
方

な
き
成
章

の
自
筆
稿
本
で

あ
っ

て
、『

あ
ゆ

ひ
抄』
の
稿
本
と

刊
本
と

の
聞
に
位
置
す
る 、
刊
本

の
た
め

の
「
変
例」
(
刊
本
『
あ
ゆ
ひ
抄』

「
お
ほ
む
ね
下」

の
「
三
作
例」
の
一
つ。
「
さ
し
お
き
」
と
も
称
す) 、
即
ち
時

代
的
に
変
遷
し

た
脚
結
類

の
用
例
を
後
撰
集

以
後

の
各
勅
撰
集
と
私
家
集
八
十

三
種
と

か
ら
博
捜
蒐
集
し

た、

刊
本
に
い

う
「
本
抄」

の
一

つ
で

あ
る
と
と
は

左
の
拙
論
で
明
ら

か
に
し

た
。

⑤
新
資
料
『
脚
結
変
例』

の
著
者
に
つ
い
て
(
昭
和
田
年
刊
月
国
語
学
会
秋
季

大
会 、
研
究
発
表)

⑦

謀略
綿
『
脚
結
変
例』

の
研
究

i『あ
ゆひ
抄』
稿
本と
刊
本との
閲
|(『

馬
淵

和
夫
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集』)

と
乙

ろ
で

、
木
書
表
紙
裏
見
返

に
種
々

の
覚
書
が

記
さ
れ

て
お
り
、

そ
の

中

に
次
の

よ
う
に
門
弟

名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。(
)

は
抹
消

の
文
字。

③
入
門
式

山山
崎

桝
閉

山純一

、、、

、、、

、、、

彦
宮

義
胤

政
要

景
福

、、、

、、、
祇
世

彦
質

正
春

惟
俊

、、、

正
伯

章
恭

友
雄

常
廉

11It--

本
早

有
呑

粛
岩

(
彦
質)
為
重

成
章

の
門
弟
に
つ
い
て
は、
拙
著
『
富
士
谷
成
章
全
集
』
(
以
下
『
全
集』
と

略
称)
下・
研
究
筋
(
七
八
五
ペ
ー

ジ)
に
い
さ
さ

か
調
べ
て
あ
る
が
資
料
不

足
の
た
め
未
詳

の
部

分
が
多

か
っ

た。
今
回

の
新
し
い
資
料
(
①
に
掲
げ
る

2
-

m
-

n
-

M
・
お

な
ど)

に
よ
っ
て
毎
月
の
歌
会
や
交
際
の
実
情
と
共
に

成
章

の
知
人
や
門
弟

の
実
態
が
具
体
的

に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
の

で
あ

る。却
の
『
美
己
申
午
乙
未
詠
藻』
全

九
十

九
丁
は

、
突
巳
即
ち
安
永
二
年
ヤ
誌

か
ら
同
四
年
ま
で

の
聞

の
門
弟・
知
人
達
と

の
歌
会

そ
の
他

の
詠
歌

な
ど

を
記

録
し

た
も
の
で、
や
は
り
成
章

の
自
筆
(
第
四
図
参
照)

。
表
紙
に
「
突
巳

詠
藻」
と
大
き
く
題
し

て
い
る。
安
永
二
年
と
い
え
ば
成
章
三
十
六
歳

、
乙

の

六
月

に
『

あ
ゆ
ひ

抄』
が
成
立。
さ
て
と

の
書
の
表
紙
見
返

に
次
の

よ
う

な
記

録
が
見
え
る。
い
ま
『
脚
結
変
例』
表
紙
見
返

に
も
門
人

と
し
て

名
の
あ
が
っ

て
い
る
者
に
は
※
印
を
付
し
て
お
く 。

、、、

①
忠夫
巳
入
門
人

種
盈
、、、、

清
緋※

継
述

、、、之
麓

亮
長※

政
要※

直
政

、、、有
香※

幸
宣※

本
早※

点飢

え
れ
航
UU)

‘‘1‘‘、
上
回
讃
岐
守

さ
ら

に
裏
表
紙
内
側
見
返

に
も
次
の

よ
う
に
記
録
が

あ
る
。

年
、

乙
未
は

そ
の
翌
年。

⑬
甲
午
入
門
人

浅
野

平
弥
斡恭※

大
山
善
藩
齢制剛山此
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詠藻』などについて新資料・宮士谷成章自筆『庚寅辛卯壬辰

玄 幸 匡
陶 宣 平

延 世 清\
貞恭耕

亮\知頼
長高謙

公益ー\
亮端 之

申
午
は
安
永
三

十
月
四
日

十
月
廿
七
日

年
三
十

九



薮
井
安
八
郎
日
伯※

十
月
廿
九
日

孤
鐙
苓

桝
岩
和
上
※

十
二
月

渡
瀬
幸
世
時計

←鮮 -一

四
月
六
日

南
部
光
武
緋武

十
月
廿
二
日

な
お
以
上
の
外
に
成
章
の
門
弟
名
の
見
え
る
文
献
に
は
次
の
よ
う
な
書
が
あ

る 。

年
二
十
七

乙
未
入
門
人

①
お
(
辛
未
叩
中
丁
亥
乙
丑
詠
部)

か
ざ
し
抄
(
明
和
四
年
成
立・
刊
行)

月
次
和
歌
末
法}
(
明
和
四
年 。
全
集・
下 、
二一
ペ
ー
ジ)

明
和
五
年
月
令
(
全
集・
下 、
五
ペ
ー
ジ)

①
幻
(
明
和
七
|
九
年
政
時
の
詠
渓)

①
却
(
安
永
二
|

四
年
の
詠
藻)

安
永
七
年
詠
草
(
全
集・
上 、
一
二ハ
八
ペ
ー
ジ)

あ
ゆ
ひ
抄
(
安
永
二
年
成
立・
同
七
年
三
月
刊)

七
夕
三
十
五
番
歌
合(
成
立
年
次
未
詳
だ
が
成
章
晩
年
の
も
の 。
全
氏・

上 、
一
二
五
四
ペ
ー
ジ)

〈
参
考
〉
富
士
谷
成
寿
歌
会
詠
藻(
成
寿
鍛
『
北
辺
和
文
集』
紙
背 。
全
集・

下 、
八
二
三
ペ
ー
ジ)

そ
こ
で
と
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て 、
③
『
脚
結
変
例』
表
紙
見
返
所
掲
の
門
弟

の
う
ち 、
①
⑬
に
「
入
門
人」
と
し
て
名
の
あ
が
っ
て
い
る
門
弟
以
外
の
者
の

状
況
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た 。
記
号
は
そ
の
資
料
に
そ
の
者
の
名
が

出
て
い
る
乙
と
を
示
す 。

彦
富
士ロ
川
氏 。
A
-
B(
祭
受
者)
・
E
・
F
・

G
-

H(
笠
受
者)
・
I

義
胤

井
上
氏 。
E
-
F
-

H(
準
受
者) 。(
な
お
成
章
没
後
も
宮
土
谷
学
派

の
維
持・
守一
拐
に
努
め
る)

B A C D E F G H 

景
福

匡
平

頼
謙

一
之

紙
世

彦
質
F

正
春

平
松
氏 。
A
-
E・
F
・
I

惟
俊

西
村
氏 。
A
・
E
-
F
・
I
-

〈
参
考
〉 。(
な
お
成
寿
著・
寛
政
四

年
『
詞
築
新
雅』
の
竿
受
者)

世
恭

江
田
氏 。
A
・

E。
(
成
立
総
『
歌
仙
歌
集
締』
の
校
合
に
用
い
た

「
古
本」
は
n
m
世
恭
所
持
の
也
前
本
な
り
と
あ
る)

知
高
C
-
F

友
雄

常
廉
F
・

八
参
考
V

玄
陶
F

延
貞

公
亮
F

一
方 、
安
永
七
年
の
G
に
は 、
久
貴・
舎
清
(
〈
参
考
〉
に
も)
・

共
道・
重

格・
喜
知・
宅
任
(
〈
参
考
〉
に
も)
の
門
弟
名
が 、
I

の
歌
合
に
は
光
困・

盛
足・
逮
政・
紙
重・
秋
興・
澄

頼
の
門
弟
名
が 、
古
く
か
ら
の
門
弟
紙
世・

彦
宮・
惟
俊・
正
春・一両
端・
帥陵地且
ら
と
共
に
並
ん
で
い
る
が 、
ζ
れ
ら
G
以

後
の
文
献
に
新
し
く
出
て
く
る
門
弟
名
は
A
i
F
の
諸
資
料
に
は
勿
論 、
ζ
の

『
脚
結
変
例』
に
も
全
く
出
て
い
な
い 。
ζ
の
よ
う
な
状
況
か
ら 、
『
脚
結
変
例』

は
⑨
⑬
の
門
弟
達
入
門
当
時
か
そ
れ
以
後 、
そ
し
て
G
の
安
永
七
年
以
前
の
聞

に
成
立
し
た
も
の
と
い
う
乙
と
が
明
ら
か
に
な
る 。
ま
さ
に
『
あ
ゆ
ひ
抄』
杭

朝
倉
氏 。
E-
F
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E
-
F
・

G
・

八
参
考
〉

F
・

G

A
・
C
・
F
・
-



本
か

ら
刊
本
の
聞
の
成
立

と
い

う
ζ
と
が

、
門
弟
の
状
況
か
ら

も
明
確

に
さ
れ

る
わ
け
で

あ
る

。

2 

薬
湯
の
記
録
と
成
章
の
病
気

詠E車』などについて

却
の
番
の
中

に一
か
所
次

の
よ

う
な
覚
書
が
あ

る
。

⑪
赤
井
龍
王
湯
一

銭

鎖
一

歓

務 、
胎
前

産
後

打
撲

折
傷

金
箔

大
食
傷

狂
乱

淋
病

大
腹
病

黄
鮮
病

気
ツ
ケ

毒
酒

反
張

嬢
斤
一
切
悪
癒

血
留

類
中
風

胞
衣

不
下

其
他
産
後
諸
証

当
帰
』

巧
薬
、〉

黄
著

川
吉勺

川
骨

人
参
h

良
萎

黄
苓

黄
述

、ふ

木
香

大
賞
、A

肉
桂

桂
心

柴
胡

甘
草
h

右
十
四
味

以
土
器
妙
摘
用

打
撲
倍
川
骨

新資料・富士谷成章自筆『庚寅辛卯壬辰

(
安
永
四
年 、

六
四
ウ)

と
れ
は
お

そ
ら
く
明
和
三
年
刊
『
柳
多
留』
二
の

「
に

ほ
ひ
社
す
れ

/\」
に

「
く
ら
や

み
で
結
王
湯
を
が
ぶ
り
の

み」
と
避
妊
用

に
服
用
し
て
い

る
と
思
わ

れ
る
「
龍
王
湯

」
と

同
じ
薬
湯
で

あ
ろ
う

。
成
章
は
「
嬢
庁」
や

「一
切
惑
癒」

用
に

メ
モ
し
て
い

た
の
で
は

な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

左
の
⑫
⑬
の
よ

う
に

安
永

三 、
四
年
の
頃

か
ら
同
五 、
六
年

に
か

け
て
病
気
が
ち
で

、
そ
れ

も
「
か

さ」

な
ど
の
で
き

る
病
で

あ
っ

た
ら
し
い

。

⑫
成
章
は 、
三

と
せ
ば

か
り
わ
づ
ら
ふ
と

と
侍
り
て、
お
ど

ろ

/\
し
き

い
た

は
り

に
は
は
べ
ら
ね
ど、
よ

ろ
づ

も
の

う
く
の

み
お
ぼ
え
て

、
御
覧
じ
つ

る

世
に
も
あ

ら
ず
や

み
し
れ
て
侍

る
う
ち
K

、
乙

と
し

も
、

う
月
の
ほ
ど
よ

り、
う
ち
は
へ

た
る

と
h
ち
し
て

、
御

か
へ
り
ご

と
も
今
ま
で

に
な
り
侍
つ

る、
:::

き
ζ
え
さ

せ
ま
ほ
し
き
事
い

と
お
ほ
く
は
べ
れ
ど、
心
地

も
猶

か

き
み
だ

る
や

う
に

は
べ
れ
ば

と
Y
め
侍
り
つ

。
今
す
乙
し
お
乙

た
り
ざ
ま

に

な
り
は
べ
ら
ば、
ま

た
き
乙
え
さ

せ
ん

。(「
加
茂
県
主
季
騰
に
つ
か
は
す
か

へ
り
ど
と
」

安
永
五
年 。
『
北
辺
和
文
集
』

所
収 。

全
集
・
下 、
二
三
0
ペ
ー

ジ
。

享
和
元
年

門以
季
鷹
序
・
同
二
年
刊
『
か
り
の
行
か
ひ
』
に
も
収
め
る
。

季
鷹
よ
り
の
往
信
は
全
集
・
下 、

八
三
七
ペ
ー
ジ)

⑬
成
章
お

も
ふ 、
れ

い
、

松
の
は
じ
め
に
く
だ

る
べ
き
を 、
乙
ぞ
よ
り

う
ち
は

へ
た
る

と
h
ち

に
て

、
乙
の
四
五
日

う
な
じ
に

か
さ
h

へ
い
で
き

た
れ
ば、

た
ゆ

た
ひ
て

あ
れ
ど

、
舟

み
ち
の
友

あ
る
を
り

に
く
だ
ら
ば、
つ
れ

片\
な

る
事

な
く
て

あ
え

な
ん

と
て、
:::
ζ
の

か
さ
を
く
す
し

に
見
す

る
に、
か

た
ね
な
り
と
い
へ
ば 、

心
や
す
く
て 、
(「
浪
速
の
道
の
記」

安
永
六
年
正
月 。

『
北
辺
和
文
集
』

所
収 。

全
集・
下 、

二
二
四
ペ
ー
ジ 。

成
章
は
筑
後
柳
川
藩

よう

に
仕
え 、

そ
の
買
局
の
事
務
を
幹
弁
し
て
い
た
。

「
か
た
ね
」
は
嬢
の
一
種 。)

皆
川
浜
園
の

「
富
士
谷

成
章
墓
誌
銘

」(『
浜
国
文
集』
初
編
二)
の
中

に
も、

テ

カヲ

ヲ
ユ
カリ
ヘンコar'
'

⑬
成
章
首
病 、

不レ
可レ
剃エ
其
髭「

心
慮三
其
変ニ

己
病「

毎レ
至ニ
其
前「

必

フ

ヲ

シテ

ヲ

グ
ユ

メテ
ル
ヲ
テ
ユ

ルコトヲ

掩-一
其
髭→
巳
喪ニ
家
大
人
二
及
姉
過レ
節 。

又
カレ
疾
送レ
葬 、

因
遂
致レ
不レ

カラ可ν
救

。
年
四
十
有一一

。
(
訓
点 、

原
文
の
ま
ま)

と
あ

っ
て、
⑬
の
よ

う
な
「

か
さ」
の

た
め

に
髭

も
剃
れ
ず 、

そ
れ
が
つ
い

に

死
に

至
ら
し
め

た
と
思
わ
れ

る
。

か
く
て
⑪
は
さ
よ

う
な
病

に
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
頃
の
成
章
の
心
覚
え
で 、
お

そ
ら
く
こ
の
よ

う
な
薬
湯

な
ど
種
々
服
用
し

て
い

た
も
の
で

あ
ろ
う

。

3 

『
北
辺
迭
瑛
式
』

と
成
章
の
創
器

①
辺
『
北
辺
迭
演
式』
は 、
白
紙
の
表
紙

に
成
章
の
筆
で

「
北
港
迭
瑛
式」

と
題
し、
全
八
丁

。
第一

・
二
丁

に
自
序

あ
り、

次
の
よ

う
に
説
明
す

る
。

⑬
あ
る

じ
の
い
は
く
、

乙
』

に
ひ
と
つ
の
あ

そ
び

あ
り
。

な
づ
け
て
「

ょ
せ
あ

ひ」
と

い
ふ

。
古
の
人
の
む
ね

と
も
て
あ

そ
び
け

る
か

く
し
題
の
寄
の
と

と

わ
り

に
も
か

よ
ひ
た
れ
ど、

か
れ
は

ひ
と

へ
に
た

く
み
を

あ
ら

そ
ひ
て、

お



い
う
な

る
か
た
お
く
れ

た
り。
乙
れ
は
す
が

た
を

さ
き

と
し
て

、
か

ら
く
い

と
な
み

も
と

む
る
に
あ
ら
ず 。
又
中
ご

ろ
よ

り
後

の
人

の
つ
ね

に
乙

と
ぐ
さ

に
す

な
る

く
さ
り
連
歌

の
さ
ま

に
も
似

た
れ
ど 、

か
れ
は
さ
り
き
ら
ふ
こ

と

と
ζ

ろ
せ

く 、
又

ょ
う
せ
ず
は
寄

よ
む

に
口
そ
乙

な
は
れ
ぬ
べ
し。
ζ
れ
は

や
ま

ひ
と

す
る
事

も
す
く

な
く、
又
お
ほ
く

よ
む
ま
h
k
お

の
づ

か
ら
く
ち

に
も
な
れ

、
ふ

る
き
乙

と
を

し
る
た
よ

り
と
も
な
る
わ
ざ

な
り。
:::

あ
る

じ
、

す
Y
り

か
み

と
り
い

で
弘 、
そ

の
、ふ
り

を
か

き
つ
け
て
み
す 。

以
下
そ

の
式

の
説
明
が
あ
り
、

そ
の

中
で
「

ょ
せ
あ

ひ
」
に

「
迭
演」

の
漢
字

舎たのぺ

を
当
て
て
い

る
か

ら 、
ζ

の
書

名
は
「
北
辺

ょ
せ
あ

ひ
の
の

り」
と
で
も
読
む

の
で

あ
ろ
う

。
内
容
は
成
章
独
創
の

、
和
歌
を
用
い
て
の
遊
戯
法
を

解
説

し
た

も
の。
前
引

の
「
加
茂
県
主
季
際

に
つ

か
は
す

か
へ
り
ど

と」
に

次
の
如
く
見

え、
こ
れ

に
よ

り
安
永
五
年
春
成
立

と
判
明
す

る。

⑬
「

ょ
せ
あ

ひ」
と

い
ふ

も
の
を
な
ん
ま
ゐ
ら

せ
は
べ

る。
乙
れ
は

た
Y

此
春

は
じ
め

た
る
や

う
に

て、
よ

み
乙
h

ろ
み
侍
り
つ
る

た
は
ぷ
れ
ど

と
に

侍 。

と
れ
が
「
式」

と
で

か
き
い

で
』

侍
る
も
の
侍

る
を

、
此
つ
い

で
に

ま
ゐ
ら

せ
ま
ほ
し

う
は
ベ
れ
ど 、
人

の
も
て
い
き
て

か
へ
し
侍
ら
ね
ば、
今
ま

た
も

と
め
て

な
ん 。
そ
乙

に
み
し
ら

せ
給
ふ
べ
き

よ
み
人

の
か

ぎ
り

書
い

で
』
み

せ
た
て
ま
つ

る
也。
乙
れ
は
歌

の
よ

さ
あ
し
さ
を

も
し
ら

せ
給
ふ

な。
ょ
せ

あ
へ

る
さ
ま

の
を
か

し
き

と
、

よ
み
人

の
名
と
を
御
覧
ぜ

よ
と
て

な
ん 。

(
全
集
・

下 、
二
三
0ペ
ー

ジ)

巻
末

に
示
す
古
歌
を
用
い

た
「
ょ
せ
あ
ひ」
の
見
本
の
前
半
を
引
い
て
お
く
。

⑫

集
古
摘
三

迭
潰
十
首

寄
稿

春
さ
く
は

な
に

お
も
ひ
っ
く
み

の
あ
ち
き

な
さ
身

に
い

た
つ
き

の
い

る
も

拾
遣

し
ら
す
て

黒
主

立

も
ゆ
る

ひ
に

お
も
ひ
い
り

に
し
亙
む
し
は

な
に

し
か

さ
ら

に
と
ひ
か
へ

六
帖

る
へ
き

読
人

不
知

秋

う
ゑ
し

う
ゑ
は
秋

な
き
時
や
さ

か
さ
ら
む
花
と

そ
ち
ら
め
ね
さへ

か
れ

古
今

め
や

業
平

冬
ζ
ぬ
人

を
ま
つ

の
葉

に
ふ

る
し
ら
ゆ
き
と
き
え
と
そ

か
へ
れ
あ
は
ぬ
思

後
援

ひ
K

承
香
殿
中
納
言

恋

お
も
ふ
て
ふ
乙

と
を
ね

た
く

そ
ふ

る
し
け

る
君

に
の

み
と

そ
い
ふ
へ

か

後
援

り
か
れ

忠
与

成
章

に
は
や
は
り
自

分
の
発
明
し

た
和
歌
遊
戯
法

の
解
説
書
⑬
⑬
が
あ
り

、
浜

国
が
@
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

⑬
仮

名
札
五
式
一
mm

板
本

明
和
二 、
三
年

の
聞

に
成
立 。
後

、
御
杖

に

よ
り
出
版 。
(
全
集・
下

、
四
O
三
ペ
ー

ジ)

⑬
か
な
ふ
だ
新
五
式
一
帖

成
章
自
筆 。
静
嘉
堂

文
庫

所
蔵 。
乙

の
書

の
目

録
が
⑬

に
出
て
い

る。
(
全
集・
下 、
四
三
五
ペ
ー

ジ)

ニ
by--7

ヲ

ヲ

メ品

ラ々ル

@
問
時
出ユ
新
窓(
創ν
器

。
其
器
必
為レ
人

伝
婚

。(
宮
土
谷
成
立

肯雲仙
銘

。
訓

点
は
原
文
の
ま
ま)
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『
聖
廟
一

千
首

第
五
』

の
成
立
年
次

①
担
『
聖
廟一
千
首

第
五』
は 、

@
聖
廟一
千
首
第
五
恋
部

誠事
間

(
表
紙)

@
鶴岡固
一酬
聖
廟一
千
首
二
人
二
千
首
之
内

寄
二
百
首

会
四
百
首
(
作
酎)

と
題
す

る
も
の
で

、
成
章
は
度
々
北
野
聖
廟

に一
千
首
や
百
首

を
奉
納
し
て
い

る 。
本

文
は
「
初
恋」
「
忍」
「

不
見

」「
見」

な
ど
百
題

の
も
と
に

恋
の
歌
が

数
首
ず
つ
記
さ
れ、
計
二
百
十
五
首 。
最
初

の
「
初
恋」

の
歌

に
は

「
重
綱

」

と
「
成
章」

と
の
詠
者
名
が
示
さ
れ
て
い

る
が
爾
後
は
省
略
し
て
あ

る。
と

と

ろ
ど
と

ろ
題

の
み
あ
っ

て
歌

の
な
い
空
白
部

も
あ
り、
未
完

の
者

で
あ

る。
重



詠藻』などについて

綱
と
は
成
章
の
若
少
頃
か
ら
の
友
人
で 、
お
の
詠
藻
中
に
辛
未
(
宝
麿一元
年

「「
寸)
成
寧
十
四
歳
の
時
の
「
や
よ
ひ
の
比 、
重
綱
と
つ
ら
ね
て
あ
り
き
け
る
道

に
」

云
々
の
詞
書
の
あ
る
歌
が
あ
る
(
第
三
図
多
照)
。
『
北
辺
和
文
集』

に
明

和
二
年
七
月
「
源
重
綱
を
い
た
む」
と
い
う
心
情
の
乙
も
っ
た
長
文
が
あ
り

(
全
集・
下 、
二
O
六ペ
ー
ジ) 、
そ
の
内
容
か
ら
乙
の一
千
首
は
少
な
く
と
も

重
綱
死
没
よ
り一
年
以
上
以
前 、
即
ち
明
和
元
年
成
章
二
十
七
歳
よ
り
以
前
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る 。
全
編
成
寿
の
筆
写
で 、
裏
表
紙
内
側
白
紙
κ
花
押
の
練

習
な
ど
の
落
書
と
共
に
次
の一
文
が
逆
様
に
書
き
さ
し
て
あ
る 。
耳
無
し
芳一

の
話
を
恩
わ
せ
る
よ
う
な
書
出
し
で
あ
る 。
成
寿
の
何
か
の
覚
書
で
あ
ろ-
…リソセ

⑧
長
門
の
国
あ
か
ま
と
い
ふ
所
に
た
ん
都
と
い
ふ
め
く
ら
法
師
有
け
り 、(
き
は

が
d)

平
家
琵
琶
の
上
す
な
り
け
れ
(
乙
の
「
れ」 、

途
中
ま
で
書
き
さ
し)

①
お
『
成
章
詠
藻』
は 、
表
紙
花
「
辛
未

詠
藻

成
章」
と
題
し 、
内
容
は

辛
未
(
宝
暦
元
年)
(
第
三
図
参
照)
・

申
申
(
明
和
元
年)
・

丁
亥
(
同
四
年 。

と

の
年
『
か
ざ
し
抄
』

成
立
・

刊
行)
・

己
丑
(
同
六
年)

の
詠
潔
で
全
四
六
丁 、

ト&川γ

墨
付
四
二
丁。

成
章
の
歌
の
師
帥
宮
(
有
栖
川
一
口間
宮
職
仁
親
王)

の
も
と
で

の
月
次
の
題
詠
の
歌
な
ど
多
数
記
さ
れ
て
い
る 。

新資料・宮土谷成章自蕊『庚寅辛gp壬反

庚
寅

;

『
辛
卯

詠
藻』

に
つ
い
て

壬
辰

こ
の
詠
藻
は
明
和
七・
八・
九
(
安
永
元)
年
の
も
の
で
そ
の
時
期
が
『
稲

本
あ
ゆ
ひ
抄』
の
執
筆
時
期
と
重
な
っ

て
い
る
は
ず
で 、
そ
の
点
か
ら
も

貴
重

な
資
料
で
あ

る
。

本
詠
藻
(
以
下
こ
の
よ
う
に
略
称)
が
成
章
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
ζ
と
は 、

今
ま
で
見
て
き

た
諸
資
料

と
同
様

に
そ
の
筆
跡
と
内
容

と
か

ら
判

定
で
き

る
の

で
あ
る
が、
下
図
の
自
著
の
筆
跡
か
ら
だ
け
で
も
十
分
断
言
で
き
る
。

表
紙
は
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄』
と
同
じ
用
紙
で
薄
鼠
色 、
そ
れ
に
①
却
・

お
と

一、

同
じ
く
成
章
の
筆
跡
で
ζ
の
章
の
標
題
(
上
記)
の
如
く
三
行
に
大
き
く

題
す

る
。

本
文
全
百
丁 、
使
用
の
用
紙
も
『
一柏
木
あ
ゆ
ひ
抄
』

や
『
よ
そ
ひ
本
抄
』

な
ど
と
同
じ
十
六
行
罫
紙
半
紙
判
で
あ
る 。
地
の
小
口
に
「
辰」
と
記
す 。
同

じ
く
全
百
丁
の
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄』
は
地
小
口
に
「
安
由
比」
と
記
し 、
両
者

識
別
し
易
く
し
て
あ
る 。
前
掲
⑥
①
の
拙
論
に
述
べ
た
事
で
あ
る
が 、
成
章
の

自
筆
稿
本
に
は
年
に
よ
っ

て
種
類
の
異
な
っ
た
罫
紙
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
て

お
り 、
紙
質 、
罫
の
行
数
と
色・
印
刷 、
柱
の
模
様
な
ど
の
観
点
か
ら
分
け
る

と、

次
の
凶
l
闘
の
五
種
に
な
る
(
た
だ
し
白
紙
の
用
紙
は
除
く)
。

ω

戊
寅一
千
首(
宝
暦
八
年)
日

常←
暦
十
三
年一
千
首
和
歌
(
拙
著
『
宮
士
谷

成
立
の
学
説
に
つ
い
て
の
研
究』
口
絵
写
真
参
照)

倒

成
章
詠
藻
(
辛
未
申
申
了
亥
己
丑
詠
夜 、
①
お)
(
第
三
図
参
照)

ω

本
詠
世保
H

稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
H
よ
そ
ひ
本
抄
H

万
葉
類
語
(「
烏」
部
以
下)

(
第
一
・

二
・

五
・

六
・

七
・

一
一
・

一

二
肉 、

全
集
・
上
口
絵
写
真 、

勉

誠
社
文
庫
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄
』

参
照)

同

脚
結
変
例
H
白
菊
奇
談
(
全
集・
下 、
口
絵
写
真
参
照)
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第
三
図
(『

成
章
一泳
藻』
一
オ)

ubi-
d
ィ

F11白
ω

奨
巴
甲
午
乙
未
詠
箆

(
①
加)

(
第
四
図
多
照)

乙
う
し
て
そ

の
用
紙

の
種
類

か
ら
大
体

の
執
筆
年

次
の
知
ら
れ
る
も

の
が
あ

る
。

例
え
ば

、
聞
は
『
脚
結
変
例』

の
成

立
が
前
述

の
よ

う
に

安
永
二
|

四
年

の
頃

と
す
る

と、
同

じ
用
紙

を
用

い
て

い
る
『
白
菊
奇
談』
も
そ

の
頃

の
成

立

と
推

定
で
き
る
。

因
み

に
『
白
菊
奇
談』
は
左

記
@

の
白
話
小

説
の
翻
案
で
あ

る
乙

と
を
中

村
幸

彦
氏
が
明
ら

か
に

さ
れ
た
。

@
天
然
痴
受
著・
墨
愁
主
人
評 、
白
話
短
篇
小

説
集
『
石
点
頭』
第
十
三
諾「
府

玄
宗
恩
賜
紘
衣
縁

」

中
村
幸

彦
「
白
菊
奇
談

と
石
点
頭

」(『
語
文
研
究』
幻

、
昭
和
必
・
2)

成
章

と
親
交

の
あ
っ
た
上
回
秋

成
が
安
永
五
年

に
『
努
燈
新
話』
等

の
翻
案
小

説
『
雨
月
物
語』

を
刊
行
し
て
お
り 、

文
体

も
内
容

も
相
似
し、
両
者

の
関
係

が
推
察
さ
れ
る 。

第
四
図

(『
突
巳
甲
午
乙
未
詠
藻』
一
オ)
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本
詠
藻
は
表
題
通
り
の
内
容
で、
「
辛
卯」
「
壬
辰」
と
題
し
た
歌
は
多
く

見

ら
れ
る

の
に

、
本
詠
藻

の
初
め

の
方
に
当
然
あっ
て
然
る
べ
き
「
庚
寅」

の
文

字
が

第
七
図

に
見
ら
れ
る
頭
欄
外

の
注
記

を
除

い
て
は
全
然
見
ら
れ

な
い

。
あ

る
い

は
後
述
す
る

神
代

文
字
で
題

さ
れ
て

い
る

の
か

も
知
れ

な
い。

歌
の
外
化

、
今
日
ま
で

成
寿
や
門
弟
淫

の
写
し
た

も
の

し
か
見
る
乙

と
の
で

き
な
か

っ
た
「
故一
口間
宮
御一
周

の
後
彼
御
墓

の
前

に
さ
し
お
く」

(
明
和
七

年
。

第一
0・
一一
了
一
三
・

一
四
・一

五
図)・
「
長
春
堂

記」
(

明
和
九
年 。

第
二
関)

の
成
章
門
鋒

の
文
章
ゃ 、
成
主
自
ら
「
上
位
体」
「
中

古
体」

と
題
し

た
詠
歌

な
ど
が
見
ら
れ

、
特
に
成
章
自
ら

の
書

い
た

神
代
文
字

が
見
ら
れ
る
こ

と
は
何
よ
り

の
驚
き
で
あ
る
。

-

成
章
の
神
代
文
字

本
詠
藻
に
は

、
成品引
の
他
の
著
作
類
は
無

論、
御
杖

も
門
弟
述

も
全
く
用

い



て
い

な
い

神
代
文
字
と

お
ぼ
し
い

文
字
が
庚
寅

の
年

(
明
和
七
年)

る
箇

所
に
三

か
所
左

の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い

る
。

第
五
図
二
オ)

に
相
当
す

詠藻』などについて新資料・富士谷成主主自司王『庚寅辛卯壬辰

ζ
の
文
字
に
つ
い
て
福
島
邦
道
氏

の
判

定
に
よ
れ
ば

、
ハ

ン
グ
ル

に
し
て
は

字

の
体
を

な
さ
ず

、
日

文
の
も
の
に
な
ら
っ

て
奮
い

た
も
の
と
思
わ
れ

る
が、
全

く
判
読
で
き

な
い

と
い

う
乙

と
で
あ
っ

た
。

今
各
種

の
い
わ
ゆ

る
神
代
文
字
の

具
体
例
を
掲

げ
て
い

る
左

記
⑧

@
@
の
書

な
ど

に
つ
い
て
調
べ
た
が
結
局
成
章

の
例

の
遊
戯
的

な
独
創

の
文
字
と

し
か
考
え

よ
う
が

な
か

っ
た

。

かむ
忽
ひ
ぷらのったへ

.
、

⑧
平
田
篤
胤
『

神
字

臼
文
伝』

(
文
政2
年一
川)

⑧
落
合
直
澄
『
日
本
古

代
文
字
考』

(
明
治
幻
年)

⑧通成@
伊 つZE吾
予 た の郷

字と文清
乙 字彦

伊 ろ は 『
予 が 、 日
城 あ右木
下 るの村l
八 。 各代
幡秀舎文

神 真の字
主文掲 古
菜字げ 詰
ノ と る 手
イ云 は 、 絵フ い E2
Jレ わ(

所 ゆ 昭
伊 る 和
予 -， 50 

なーろと要成成文と図と 字 秀E年
く字う第素主主 つ字「の い リ書本ハ上ジ リ記ニ野 卜 真4)

、 のか九文の ての母ょ うゴ此紀論古タ 。 此伝郡名 文
字認 。 図字文い 組字う文@字秀tナ ノ Jレ 但字 フ鹿 ク 字
程定た のに 字る会'-1ζ字上 ヲ真3シ モ文 シ ヲ Jレ野 。 '-

ももだよ分も 。 わと 「でJ以伝. 0 ノ 体雅以所村丹 lζ 
少定し う解試同せの 父 、 函 T土: ニ ナ俗 テ ノ ノ 後 最
なかーに すみ様か要字第 ゥ記:z:;; : 非 レ ヲ記神旧 国 も
い で字なるに に ら索」 八) セ フ 日 ノレ パ混 セ 事 家熊 似

第
八
図

(
秀
真
文
字
字
源

図
〈

@
所
掲
〉
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第
九
図

L、 こ
る れ ニ エ

の は ー ら
で 「 ぺ ・

あ咲 l エ
る け ジ れ

。 り)
しー エ

な は
ど よ

の そ
仰 ひ
結 の
「 目
り 前」 也
を 。
「 稿エ ー」
り 吊

しー ー「

有と
い 類

'-
う 。 ⑧説lζ析認てf �抄 よ え し ら字た 音素か は あた
ふ 全 エりlよ出尾の@ E F い 認 い 成のよと 、 の要 る め

:!i� る し っ し の単の L の め と っ 組う母 お # すが不
[ζ ・ ・ ててて音音よ はみで ら い て 合 な音そ共る 、 明
示 上 エい 活 、 節をう次ああ れ うい わ単と ら通に と の
し 、 りる 用そ か活 lζの ゆ る れ 事るせ音 い く の室長 乙 字
て 凶 ・ 。 を れ ら用母⑧ひ 。 ば さ らか文 つ子要穏 でも

レ/!i 1l 1 I I l � I I 一

合 モ三 三を 三
争!止 三E 三!己
0: fi 白品 口，、

1川「 班容 て了
工 一

@
何
ア

る

「
ア

る
」
と

い
ひ
て

、「
さ
は

る」
「

か
は

る
」
な

ど
を
出
すベ
け

れ
ど 、
さ
い

ひ
て

は
、

よ
そ

ひ
・

あ
ゆ

ひ
ま
ぎ

る
べ
け
れ
ば、
「

か
る」
の
み

を
い
ふ

。
(
問

。

全
集
・

上 、

四
二
二
ペ
ー
ジ
)

-e

 

「
多

か
る」
「
恋
し

か
る」
な

ど
の
活
用
語
尾

を
「
ア

る」
と一
示
す

。
「
障
ふ
+

ア
る」

↓
「
さ
は

る」、
「
変
ふ
+
ア

る」
↓
「

か
は

る」
な

ど
に

も
同

じ
こ

と

が
適
用

で
き

る
の
だ
が 、
乙
と

で
は
形
容
詞

活
用
語
尾

(
ζ
の
部
分
を
腕
結
と

す
る)

の
み
に

つ
い

て
言

う
と

い
う

の
で
あ
る

。

@
何
ら

る
又
何
ァ
る
ァ

に
ひ

Y
か
せ

て
「

る」
と
の
み
う

く
。(

稿
本
「
被

類
」 。

全
集
・

上 、

四
三
一
ペ
ー
ジ)

い
わ
ゆ

る
受
身

の
助
動
詞
「
る」

を
「
ら

る」
に

対
し

て
「
ァ
る

」
と
示
す

の

で
あ
る
。
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以
上
の
片
仮
名
書
き
の
部
分
は
い
ず
れ
も
用
言

の
活
用
語
尾

の
音
節

の
中

か

ら
析

出
し

た
母

音
に

相
当
す

る
。

@
あ

・
え
・
お
J

う
に
ひ

E
く
詞
は 、

た
い〉
ち
に
も

と
を・つ

け
た

り
。(

稿
本

「
将
類
」

何
ら
ん

。

全
集
・

上 、

凶
一

三
ペ
ー

ジ
)

こ
れ
も

活
用

の
仕
方

を
そ
の
活
用
語
尾

音
節
中

の
母
音

K
よ

っ
て

「
あ

・
え・

お・
う

に
ひ

Y
く」

と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る

。

な
お
と
ζ

で
注
窓
し

て
お
き

た
い
事
は、

成
立

の
考
え

に
従

う
限
り
、『

あ

たち
ゐ
毎会ふし忽ばる

か〈る

ゆ
ひ
抄』
「
お
ほ
む
ね
下」

の
「
立
居
起
伏
隠」

(「
隠」
は
稿
本

「
政」)

の
条

たつお〈ゐるふす包ばる

たてぬ会

に
示
す
「

あ
い

う
え
お」

と
そ

の
次

に
別
条

と
し

て
立

て
て
い

る
「
経
緯」(
稿

本
「
五
十
ゐ
ん
た
て
ぬ
き」。
五
十
音
図)

と
は
別

次
元

の
事

と
考
え

て
い
る

と
い

う
と

と
で
あ

る
。

前
掲
第
八

図
に

お
け

る
「

母
字」
と
五
十

音
図
中

の
ア

行
音
と
の

関
係

と
同
じ
く
、「

立
居
起
伏
隠

」
の
「
あ
い

う
え
お

」
は、
顕
在

す
る
ア
行

音
の
各
音
節

を
示
し

た
も

の
で
は

な
く、

活
用
語
尾

の
音
節
中

に
内

在
す
る
母
音

の
部
分

の
活
用
変
化

を
示
す

た
め

の
表

で
あ
る

。
そ
れ

が
顕
在
化



詠藻』などについて

し
て

単
独

の
各
音
節

に
な

っ
た
も
の

を一
覧
表

に
ま

と
め

た
も
の

が
「
経
緯」

の
ア
行
音

と
考
え
て

い
る
の
で

あ
る

。

そ
う
い

う
と

と
ろ
か
ら
御
杖

の
『
北
辺
随
筆』(
文
政
二
年
五
月
刊)

の
巻
三

所
収

の
「
亡
父
云

」
の
次
の
@
@

の
よ
う
な
優
れ

た
説
も
出
て
く

る
わ
け
で

あ

ヲ。
。

@
亡
父
云 、
お
ほ

よ
そ
歌
K 、

も
じ

あ
ま
り
て、

い
つ

も
じ
が
六

も
じ

に
な

り 、
七

も
じ
が
八

も
じ

九
も

じ
に
も
な
る
は、
つ
ね

の
事
也 、
そ
れ

に
は
か

な
ら
ず
反
切

の
字
あ
る
べ
き

な
り 、
反
切

と
は、

あ
い
う
え
お

の
字
あ

り
て、

ζ
と
も

じ
を・つ
く

る
を
い
ふ

な
り 、

と
し
て

、
例
え
ば

次
の
よ
う
に

具
体
例
を
示
す

。

。
。
此
二
音
ツ
マ
7
リ
テ
ぬ
ト
ナ
ル
也
コ
レ
ヲ
反
切
ト
云
下
準レ
之

六
も

じ

と
し

の
う

ち
に

反
切
ぬ

としぬ
ちに

。。

八
も

じ

舟
を
し
ぞ
思
ふ

反
切

ぞ
舟
をしぞもふ

。
。

。
o

jB

九
も

じ

と
恩
ひ
か
く
恩
ひ

反
切
九日

ともひかζ
も
ひ

(「
反
切」 。

全
集
・

下 、

五
一

六
ペ
ー

ジ
。

「
反
切
」

を
『
か
ざ
し
抄
』

で
は
「
合
」 、
『
あ

ゆ
ひ
抄
』

の

稿
本
で
は
「
ひ
Y
き
あ
ひ
」 、

刊
本
で
は
「
ひ
き
あ
ひ
」

と
称

し
て
注
目
し
て
い
る)

@
今
は
ま

た
、

い
ろ
は
歌

の、
ゐ
ゑ
を

と
も
に
う
せ
た
る
が
ゆ
ゑ

に
、

か
ん

な

づ
か
ひ

と
い

ふ
事

い
で
き
、

さ
て

の
ち
は、
口
舌

に
わ
か
ち

た
る
物
也

と
い

ふ
事
を

も
し
ら
ぬ
や

う
に
な
り
て

、
か
ん

な
を
つ
か
ふ
時

に
、

さ
だ
む

る
も

じ
の

や
う
に

お
もへ
る
が
ゆ
ゑ
に 、
:::

か
ん

な
づ
か
ひ
は、
京
極
黄
門

の

さ
だ
め
さ

せ
た
ま
ひ
て
後、
そ

の
沙
汰
ま
ち

/\
に

し
て

、
お
ぼ
つ
か

な
か

り
し
を 、
ち
か
き
世、
契
沖
が

よ
く
い
ひ
わ
き
ま
へ

た
る
に
よ

り 、
は
じ
め

て
乙

と
さ
だ
ま
れ
L
ど、
い
に
し
へ

よ
り
、

理
に

つ
き
て

も
じ
を

定
め
ら
れ

し
事

と
の
み
心
え
ら
れ
け

る
に

や 、
口
角

に
わ
か
つ
べ
き
事

と
は

い
へ

る
人

な
し
、

千
慮

の一
失

と
い

ふ
べ
し
、

ま
た
あ
経

の
お、
わ
経

の
を
を
お
き

た

新資料・富士谷成章自筆『庚寅辛卯壬辰

が
へ
来
れ
み
を 、
わ
き
ま
へ

た
る
人

な
し、
今 、
紀
伊
甘巡
回貯

の
た

ぐ
ひ
を

も

て
、

岨明
吸
を
お

も
ひ

、
又

も
じ

あ
ま
り
反
切

の
よ

し
を
お

も
ひ

、
か
つ
催
馬

楽
の
譜

な
ど
に

も
、

を
乙
そ

と
の
の
列

の
も

じ
を
引
声
す

る
に、

乎
ミ

と
は

か
』

ず
し
て 、
於
ミ

と
の
み
か
き

た
る
に
て、
は
じ
め
て
と
れ
を
さ
だ
む 、

後
の
人
よ
く
み
さ
だ
め
よ

(
「
音
の
存
亡
、

全
集
・

下 、

五
一

九
ペ
ー
ジ
)

以
上
の
よ
う
な
日
木
語

に
つ

い
て
の

「
反
切

」
の
考
え
や

、
仮
名
遣

い
を
「
口

舌 、
口
角」

の
区
別

に
も
と

づ
く

と
す

る
見
識
は

、
当
然 、
オ
ヲ

の
識
別
や
単

音
の
構

成
か
ら
成

る
神
代
文

字
ふ
う

の
文

字
の
発
想
K

も
そ

の
ま
ま
つ

な
が
っ

て
い

く
と
考
え
ら
れ

る
。

オ
ヲ
の
仮
名
遣
い
へ
の
留
意
と
そ
の
時
期

成
章
が
オ
ヲ

の
所
属
を
正
し

た
と

と
に

つ
い

て
は
既

に
『
富
士
谷

成
章

の
学

説
に

つ
い

て
の
研
究』

(
三
六
八
ペ
ー
ジ)

な
ど
K
詳
述
し

た
と

こ
ろ
で

あ
る

が、
そ

の
時
期

に
つ

い
て
は
『
稿
本

あ
ゆ
ひ

抄』
執
筆
中

と
い

う
に
と

ど
まっ

て
い

た
。

今
既
発
表

の
拙

論
と
若
干
重
複
す

る
と

乙
ろ
も
あ
る
が
更

に
考
え
て

み
た
い

。
上

回
秋

成
の
『
胆
大
小
心
録』

に
成

章
と
の
交
際

の
さ
ま
が
書
か
れ
て

い

る
。

ふ
じ
や
ぜん

包

@
弟

の
不
二
谷
千

右
衛
門
は、
兄

よ
り
か
し
こ

い
で、
学
文

も
何

に
も
よ

か
っ

た
と
ぞ

。
俳
か
い

の
友
で、
む
か
し
は
度
ミ
出
会
し

た
。

互
に

又
国
詩
国
文

すき
の
好

に
か
わ
っ

た
。

大
坂
く
だ
り
に
は
ち
ょ
乙

/\
よ

ら
れ

た
。

女
ず
き
で 、

腎
虚
火
動
で

、ほ
へ

/\
し

な
れ

た
と 、
か

い
ほ
う
し

た
書
生
が
は

な
し
也。

そ
ん
な
ら
是
も
あ
ほ
う
で
あ
っ
た

。
(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
上
回
秋
成
集
』 、

二
六
七
ペ
ー
ジ
)

そ
の
秋

成
に

『
也
哉

抄』
と
い

う
俳
譜
文
法
書
が

あ
る

。
安
永
甲
午
季
春
刻

成

り 、
周
年
孟
春
下
涜

の
平
安
夜
半
亭
蕪
村
の
序

(
九
重
翠)

あ
り
、

天
明
丁
未

2 
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(
七
年
・信)
季
秋
発
行

と
な

っ
て
い

る。
そ
の
苫

の
中
に
「
或
人

」
の
説
と

し

て
成
章

の
『

あ
ゆ

ひ
抄』

に
し

か
見
ら
れ
ぬ
「
六
運」

の
説(『

か
ざ
し
抄』
で

は
四
時
代
に
区
割 、

一柄
本
で
は
六
時
代
に
区
劃
す
る
も
「
六
一連
」
の
総
称

な
し
。

刊
本
で
初
め
て
「
六
述
」

の
話
見
え
る)
や
脚
結

の
意
味
・

用
法
及
び
口
語
訳

が
広
く
引
用
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
(
詳
細
は
全
集
・

下・
研
究
箱、
一

二
O

一
ペ
ー

ジ
参
照)
。

従
っ

て
秋
成
は
『
也
哉
抄』
刻
成

る
安
永
三
年

以
前

に
、

未
だ
刊
行
さ
れ
て
い

な
い
『
あ
ゆ
ひ

抄』 、
と

い
う

の
は
稿
本

の
段
階(
必
ず
し

も
現
存
す
る
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄』
の
段
階
と
は
限
ら
な
い)

の
『

あ
ゆ

ひ
抄』

を
閲
読
し
て
い

た
と
言
わ
ざ

る
を
得

な
い
の
で
あ
る

。
そ

し
て

そ
の
秋
成
が 、

成
章

の
オ
ヲ
所
属
を
訂
正
し

た
事

に
つ

い
て、
本
居
宣
長
へ

の
返
答

の
中

で
次

の
よ
う

に
明
言
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

@
実

に
は
於
衰

の
所
属
を
改
め
ら
れ
し
乙

と、
受

と
不
二
谷
成
章

の
功
少

か
ら

ず
。(『
仲
川
船』
後mM
第
九
条 。
究
政
二
年
い
い山
由究
者 。
『
上
回
秋
成
金
集』

上 、
四
五
五
ペ
ー

ジ)

乙
れ
は
成
章

に
と

っ
て
何
よ
り

の
確

か
な
証
言

で
あ
る。

と
と

ろ
で
大

野
晋
氏
は
『
本
居
宣
長
全
集』

(
筑
摩
舎
房)

第
五
巻

の
解
題

の

中
で
次
の

よ
う

に
論
じ
て
お
ら
れ

る
。

@
現
存
す

る
『

字
音
仮

字
用
格』

の
乱
雑

な
草
稿
(
本
居
家
旧
成・
松
阪
市
所

政)
の
残
闘

の
中

に
、

次
の
文
章
を
発
見

で
き
る 。

イヤワキヨ

リヨノ

'EEEEl

(
前
欠)
〔
然
レ
ハ

、
於

ハ
央
底
反
又
央
悶
反

ニ
テ、
漢

音
い
よ
呉

音
お

イヨリヤワ

也
、

モ
シ
お
ヲ
わ
行
ト

セ
ハ

此
反
切
ニ
カ
ナハ
ズ 、
央ハ
於
良
反 、
漢出回

い
や
う
呉

音
あ
う
ナ
レ
ハ
也、
(
竹
岡
下
略)

乙
れ
は
大
半
が
抹
削
さ
れ
て
い
る
全
く

の一
次

的
草
稿

で
あ
る
。

従
っ

て、
明
和
八
年(一
芸一)
二
月
七
日
附

の
谷
川
士

清
か

ら
官一
長

に
宛
て

た
書
簡

に、
「

字
音
か
な
遺

ひ
の
書 、
為ニ
御
見-
被レ
下 、
さ
て

/\
よ
く

も
御
考
索 、

至
宝
之
普

と
奉レ
存
候
き 、

(
竹
岡
下
略)」

と
い
う
「

字耳目
か
な
遺

ひ」
よ

り
こ
の
草
稿

の
方
が
先
行
す

る
乙

と
は
確

か
で
あ
る。

そ
れ
故 、
宣
長
が
オ

ヲ
の
所
属

の
誤
り
を
訂
し

た
の

は、
明
和
八
年
初
春
よ
り
前

で、
お

そ
ら
く

明
和
七
年

に
は
す

で
に
そ
れ
を
成
し
終
え
て
い

た
乙

と
に
な
る

。
ζ

の
宣
長

の
草
稿

か
ら
日
附
を
知
る
材
料
は
得
ら
れ

な
い
が、
宣
長

の
筆
勢 、
用
紙
等

も、
明
和

の
中
頃

か
ら
明
和

の
終
り
頃

と
す
る

の
が
妥
当

で
あ
る

。(
竹
間

中
略)成

章
は
明
和
四
年(一七六七)
成
稿

の
『

か
ざ
し

抄』
で
は 、
オ
ヲ

の
所
属
を

旧
説
の

ま
ま
扱
っ

て
い

る
か

ら
、

明
和
四
年

か
ら
安
永
二
年
ま

で
の
六
年

の

聞
に、

オ
と

ヲ
と
の
所
属
を
正
す
考
え

に
到
達
し

た
ζ

と
に
な
る。

し
か

し 、
成立早

の
方
が
先
K
オ
ヲ

の
所
属
を
正
し

た
乙

と
を
立
証
す

る
た
め

に

は 、
成
立

の
考
え
が、
宣
長

に
よ
っ

て
オ
ヲ

の
分
別

の
明
確
化
さ
れ

た
明
和

八
年

以
前

に
成
立
し
て

い
る
乙

と
を
証
拠
立
て
る
必

要
が

あ
る
と
恩
わ
れ

る。
(
二
三
ペ
ー
ジ)

と
ζ

ろ
で、
本
詠
藻
中

に
以
下

に
掲

げ
る
第一
o
t一

五
図

の
よ
う

な
資
料

が
見

出
だ

せ
る

。
乙
れ
ら
は
い
ず
れ

も
成
章

に
と

っ
て
最

も
公
的

な
「
故一
口四

宮
御一
周

の
後
彼
御
墓

の
前

に
さ
し
お
く」

文
章

の
草
稿

の
中

に
あ
り
、

明
和

七
年

に
普

か
れ

た
も
の
で
あ
る。
そ
の

中
で、
疑
問

の
あ
る
仮

名
遣
い
は
頭
欄

外
に

自
ら
小
さ
くo
印
を
付
け
て
注
意
し
て
い

る
の
で
あ
る

。
木
詠
藻
中 、
頭

側
外

に
同

じ
くo
印
を
付
け
て
い
る
箇
所
は、
例
え
ば
第
二ハ
図

の
よ
う

な
の

が
若
干

あ
る
が
ζ
れ
ら
は
和
歌

に
つ
い
て

の
目
印

で、
存
疑

の
仮

名
遣

い
に

付

し
て

い
る

の
は
乙

の
文
章
中
の

み
で
他

に
は

な
い 。

第一
O
図

(
ニ
二
ウ)
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な
お
と
れ
に
は
「
み
る
ま
じ
き」
と
書
い
て
傍
に
片
仮
名
で
「
ミ
マ
ジ」
と
付

記
し 、
又
「
う
づ
く
ま
り」
の
「
づ」
の
傍
と
頭
欄
外
に
。
印
を
付
け
て
い

る 。
因
み
に
「
ま
じ」
は
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄』
で
は
条
を
立
て
ず
に
「
何
じ」

の
中
で 、

⑧
「
ま
じ」
と
い
ふ
事
は
寄
に
は
よ
ま
ず 。
「
ま
じ
き」
と
い
ふ
事
の
み
ま
れ

に
見
え
た
り 。

(
吋灯
キ)
是
も
ふ
る
く
は
見
え
ぬ
に
や 。
(
稿
本
「
不
類」
何

じ
。

全
集
・

上 、

四
二
八
ペ
ー

ジ)

と
い
う
程
度
の
説
明
で
あ
っ
た
の
が 、
『
脚
結
変
例』
に
な
る
と
「
ま
じ」

(
六

ウ)
「
マ
ジ
ケ
レ」
(
二
六
ウ)
の
も
と
に
赤
染
集・
後
拾
遺
集
以
下
十一
首
も

の
多
く
の
歌
の
用
例
を
あ
げ
て
い
る 。
そ
れ
に
基
づ
い
て
刊
本
『
あ
ゆ
ひ
抄』

で
は
「
何
ま
じ」
の一
条
を
独
立
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
新
し
く
優
れ
た
説
明
を

す
る
に
至
っ
て
い
る 。円あり江》

@

副剖叫詞
諮
伊が孔
皇
『
そ
も
な
い』
『
は
ず
で
な
い』
な
ど
い
ふ

同凶

在
の
引
等
也

を
か
へ
し
て
い
ふ
詞
の
心
也 .
万
葉
の
古
点
に
ヘ
不
可
顕
を
ヘ
あ
ら
は
る
ま

じ
き
と
よ
ま
せ
た
る
も
此
ゆ
ゑ
な
り ・
さ
て
表
あ
り
て
哀
な
き
が
「
じ」
に

か
は
れ
り .
謡
と
い
ふ
物
に
ヘ
敵
の
手
に
は
わ
た
る
ま
じ
ヘ
舟
よ
り
お
り
ま

じ
い
な
ど .
哀
に
の
み
用
た
る
は
只
今
の
『
ま
い』
と
い
ふ
里
言
の
始
に

て .
其
頃
す
で
に
古
に
た
が
へ
る
事
知
べ
し
(
証
歌 、
源
氏・
定
家・
絞

千 。
略)
此
「
ま
じ」

問問附U
の
「
ま
し」
に
ま
が
は
す
べ
か
ら
ず
(
刊

本
「
不
倫
」 。

全
集
・

上 、

八
四
九
ペ
ー
ジ
)

『
詞
の
玉
緒』
で
は
「
ま
し」
の
後
に
「
つ
い
で
に
ζ
h
k
出
せ
り」
と
し
て

次
の
よ
う
K
説
明
し
て
い
る 。

@
此
辞
は
い
や
し
く
聞
よ
か
ら
ぬ
も
の
也 。
さ
る
故
に
志
の
歌
文
に
は 。
と
れ

ら(
竹
岡
云 、
詞
花
集
と
夫
木
抄
の
匡一肘
の
歌
を
あ
げ
る)
の
外
は
を
さ

/\

見
え
ず 。
ヘ
見
る
ま
じ
は
ヘ
見
じ
と
い
ひ 。
ヘ
た
へ
ま
じ
は
ヘ
た
へ
じ
と
い

ふ
ぞ 。
雅
言
に
は
有
け
る 。
但
し
語
を
下
へ
つ
Y
く
る
時
に 。
ヘ
見
る
ま
じ

き
云ミ 。

ヘ
た
ふ
ま
じ
き
云ミ
な
ど
い
ふ
は
つ
ね
の
事
に
て 。
日
本
紀
の
歌
に

す
ら
ヘ
よ
る
ま
じ
き
川
の
く
ま

ん\
な
ど
見
え 。
万
葉
又
後
の
歌
文
に
も

有 。
(
巻
六
「
ま
し」)

「
み
る
ま
じ」
か
「
み
ま
じ」
か 、
そ
の
承
接
法
に
つ
い
て
『
稿
本
あ
ゆ
ひ
抄』
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の
「
何
ら
ん」
の
中
で、

@
い
き
に
ひ
Y
く
詞
の

み
「
ら
ん」
の・つ
け

た
が
へ
り
。

あ
る
ひ
は

も
と

を
う

け 、

末
を・
つ
け
て
い
へ
り 。

心
は
い
さ
h
か
も
か
は
ら
ず 。
「
見
ら
ん
」
「
み

る
ら
ん
」 、
「
着
ら
ん
」
「
き
る
ら
ん
」

の
類
也 。
「
煮
ら
し
も」
「
見
ら
め
ど

も」
な

ど
皆

同
じ
。

但
か

く
も
と

を・つ
く

る
は

上
古
の
乙

と
に
て
中
頃
よ
り

は
ひ
と
へ
に
末
を
の

み・つ
く
れ
ば

う
た
が
ひ

な
け
れ
ど、
「
花

と
や

み
ら
ん」

の
寄 、
古
今
に
出

た
る
よ
り
そ
れ
を
し

た
ひ
て
「
見
ら
ん」
の
詞
の

み
今
の

世
ま
で

も
た

ま

/\
み
ゆ
れ
ば 、

か
く
乙

と
わ
る

な
り 。(
稲
本
「
将
類」

何

ら
ん

。

全
集
・

上 、

四
一

三
ペ
ー
ジ

。

刊
本
で
は
「
見
ら
ん
」

と
い
う
示
談

を
「
ζ
と
わ
り
の
ま
h
に
よ
め
り

」
と
言
っ

て
い
る

。

同 、

八
七
六
ペ
ー

ジ
)

と
考
え
て
い
る

か
ら 、
「べ
し」
の
打
消
語

と
す
る
「
ま
じ」
の
上一
段
承
接

の
形
を
「
見
る
」
「
み
」

の
い
ず
れ
か
と
迷
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

又
つ
つ
づ

く
ま
る」
は
『
和
字
正
濫
紗』

に
は、

@
隙

う
づ
く
ま
る

俗
に
つ
く
ま
ふ
と
い
ふ
は
此
転
ぜ
る
欺

(
巻
五
「
巾
下
に
濁
る

つ
」)

と
あ

る
が、
「『
館 、
ウ
ズ
ク
7
ル』
八
名
義

抄
V 、
『
輪開 、
ウ
ス
ク
マ
ル』
〈
色

葉
字
類

抄
〉

な
ど、
平
安・
鎌
倉
時

代
ま

で
は
ウ
ズ
ク
マ
リ

で
あ

る
が、
室
町

時
代
後
期
頃
に
は
ウ
ヅ
ク
マ
リ
K
転
じ

た
。『

跨
路 、
ウ
ヅ
ク
マ
ル』
〈
易
林
本

節
用
集
〉
」
(
岩
波
古
語
辞
典)

の
よ
う
に
一

筋
縄
で
は
い
か
ぬ
仮
名
遣
い
の

語
で
あ
っ

た
。

成
章

も
要
検
討
の
窓

で
o

印
を
付
け

た
の

で
あ

ろ
う

。

第
二ニ

図
は

「
を

し
へ」

と
書

い
てo
印
を
付
す
が、
訂
正
は
必
要
と
し

な

3
3
eEO

 

・カ
ヲ
士

第一
三
図

(
二
五
オ)

。

阿川

以
上
が
オ
ヲ
の
仮
名
遣

い
の
場
合
の
すべ

て
で
あ

る
。

な
お

以
下
に

同
文
章

中
で

o
印
を
付
け

て
い

る
箇

所
を
全
部
あ

げ
る

。
い

ず
れ

も
仮
名
遣

い
の

上
に

付
け
ら
れ
て

い
る

。
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第一
四
図

(
二
三
オ)

「
さ
へ
づ
り」
の
「
へ
」

に
注
怠
し

て
い
る
の

で
あ

る
。

「
嚇

んチ
正
滋
紗
・
巻
凶)

。

さ
へ
づ
る」
(
刊

第一
五
図

(
二
六
オ

。
「
こ
〉
ろ
ば
へ
」

の
「
へ
」 。
「
窓
気

こ
b
ろ
ば
へ
」
(
和
字
正
濫
紗
・
巻
凶)

。

以
上
の
よ
う
K
「
故一
品
宮
御一
周
の
後
彼
御
去
の
前

に
さ
し
お
く」

文
立

中
の
o
印
は

い
ず
れ

も
仮
名
遣

い
の
箇

所
K
付
さ
れ
て

い
る
の

で
あ

る
が、
木

詠
藻
中
。印
は一
般
に

次
例
の
よ
う

に
歌
中
の
周到川
等
に
関
し
付
け
ら
れ
て
い

る
の

で
あ

る
。



お
く

」
文
章

の
普

か
れ

た
明
和
七
年
当
時

に
は

、
成

章
も
オ

と
ヲ
や

そ
の
他

の

仮
名
遣
い

に
特
別

に
敏
感

に
注
意
を
払
っ
て
い

た
事
実
が
具
体
的

に
知
ら
れ

、

そ
う
い

う
中
で
第一
一

図
の
よ
う
に

オ
ヲ

の
所
属
を
自
ら
正
し
て
い
る
事
実
が

あ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
く
て
刊
本
『
あ
ゆ

ひ
抄』

K
至
っ
て

、

@
世

に
た
て
ぬ
き

の
乙

と
わ
り
を
し
ら
ぬ
人 ・
あ

た
て

の
お

も
じ
を
わ

た
て

に

お
き ・
わ

た
て

の
を

も
じ
を
あ

た
て

に
お
く
は
あ
や
ま
れ
り

師
説

た
て
ぬ

き
の
弁
あ
り .
(
お
ほ
む
ね
下
「
経
緯」 。
全
集・
上 、
五
六
八
ペ
ー
ジ)

と
い

う
自
信

に
満
ち

た
発
言

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て

、
私

た
ち
は
先

掲

@
の
上

田
秋
成

の
証
言
を
全
面
的

に
信
用
し
て

よ
い

と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

ヲ匂
。

詠藻』などについて

-|
香
川
大
学
教
授

||

新資料・ 富士谷成章自筆『庚寅辛卯壬艮

33 


